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全国小学生ソフトテニス大会千葉県予選会
　10月13日に令和6年度全国小学生ソフトテニス大
会千葉県予選会が開催され、ふれあいクラブジュニア
から出場した2ペアが入賞しました。
　この大会の結果により、北見・坂井ペアは12月に
開催されるケンコーカップ全国ジュニアソフトテニス
大会へ、鈴木・佐藤ペアは3月に開催される全国小学
生大会へ出場することが決まりました。
◎大会結果《敬称略》
●6年生の部
　第３位　北見 彩芽（横芝小）　坂井 那実（横芝小）
●4年生以下の部
　優　勝　鈴木 駿之介　佐藤 琉生

　私が「横芝光町観光まちづくり協会」に参加して、約3年
がたちました。その頃の当協会は、正直に言うと意思疎通
ができていないところが多々ありました。例えば、イベン
トの実施には、企画・準備の会議が一番重要なのですが、

「すでに広報してしまったので、佐藤さん、このイベント
をやってください」など急な案件が多かったです。役員を
仰せつかっていたのでむげにもできず、イベント慣れして
いる会員を中心に、短期集中の会議でイベントの詳細を
決めました。集客については、全会員のネットワークを使っ
て無事に予定数以上の参加者にご来場いただき、参加さ
れた方にも満足していただいたようで、ホッとしました。
　人間諦めなければなんとかなるもの。このようなこと
を乗り越えて会員同士の絆も深まり、現在は前向きな意
見と情報の共有感に溢れた有意義な会議が続いていま
す。個人の力だけでは限界がありますが、各方面にいろ
んな得意分野を持った人間の集まりだからこそと感じて
います。また、当協会に所属したおかげで、「障害者・子
育て支援等でこの町を明るく住みやすい町にしていこ

う」と行動されている人の数が多いことにも驚かせられ
ました。
　過疎化・少子高齢化・コロナ禍による過去の伝統文化
の崩壊、ライフスタイルの変化。明るい未来が想像しに
くい世の中ですが、それでも前向きに取り組む人々の行
動に勇気づけられます。
　素晴らしい仲間たちと新しい「コト」を作っていく環境
の中で、私の頭の中に、とある人物の名言を思い出しま
した。
故ジョン・F・ケネディ大統領の就任演説での一文。

「国が諸君に何をしてくれるかを問うな。
諸君が国に対して何をできるかを問え」

　自分たちの未来は自分たちで切り開く、まずは行動す
ることの大事さを実感させられます。これからも「横芝
光町観光まちづくり協会」は、楽しく、人が集まるまち
づくりをチームワークで目指していきたいです。

横芝光町観光まちづくり協会
理事　佐藤 孝智

横芝光町観光まちづくり協会通信
チームワークでまちづくり

ワールドハウス旗争奪第33回東総ジュニアカップ
（新人戦大会）
　9月29日～10月27日、「ワールドハウス旗第33回東総
ジュニアカップ（新人戦大会）」が開催され、34チームが出
場する中、白浜スポーツ少年団が準優勝に輝きました。

関東大会出場！
横芝卓球スポーツ少年団
　10月20日、「関東ホープス卓球大会千葉県予選会」
がJFE体育館で開催され、女子の部に出場した横芝卓
球スポーツ少年団が3位に入賞しました。
　令和7年2月に茨城県で開催される「第29回関東
ホープス卓球大会」への出場を勝ち取りました。
◎関東大会出場メンバー《敬称略》
　金澤 芽生（5年）　　　　石田 莉子（横芝小6年）
　鈴木 心望（横芝小6年）　石橋 希乃花（5年）
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